
令和 5 年度 第 1 回ウェルビーイング調査への 

ご協力ありがとうございました。 

 

日頃から村政へのご理解ご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

村では、国が推進する「デジタル田園都市国家構想推進交付金」の採択をうけ、「１

００歳までワクワク 世代を超えてみんなでつながり合う幸せな地域 更別村」を目

指し、官民が連携するスーパービレッジ構想を推進しています。 

 

スーパービレッジ構想では、デジタルを活用した様々な施策により、暮らしにおけ

るウェルビーイング（身体的・精神的・社会的に良好な状態にあること)を向上させ

ることを目指しています。そこで、村は現状を把握し、事業の推進がどのように影響

しているかを昨年度より継続的に調査することとしています。 

 

今年度 1回目の調査として、昨年１0月、村内に居住されている１８歳以上の方に、

住民のみなさまのウェルビーイングの現状を把握するためのアンケート調査にご協

力いただきました。誠にありがとうございました。 

調査結果をご報告いたします。 

 

なお、調査結果は、下記ホームページにも掲載されております。 

 

 一般社団法人スマートシティ・インスティトュート ホームページ 

＞令和 5年度 Well-Being アンケートダッシュボード（個別調査／市区町村版） 

＞「総合」を選択 

＞自治体「北海道更別村」を選択  

https://www.sci-japan.or.jp/LWCI/dashboard/r5_kobetsu_shikuchoson.html 

 

 

令和 6年 2月 
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1. アンケート調査概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別 年齢 

居住地区 職業 



2. 幸福度・生活満足度 

 

 

  



3. 更別村の住みやすさ・生活について 

 アンケート調査から住民のウェルビーイング（主観指標）、各種統計データから暮らしやすさ（客観指標）のデータを測定 

 村の特徴をグラフの凸凹の形で読み取れるようにするため、全国自治体においてデータを偏差値化 

 

 主観指標・客観指標 

 

 

 

 



 主観指標（アンケート調査による住民のウェルビーイング） 

 



 客観指標（各種統計データによる地域の暮らしやすさ） 

 

 



 


